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●今月の写真●
作品名「檜町公園の日本庭園の紅葉」

（檜町公園（東京ミッドタウン））
まるお めいじ さん

表紙をあなたの写真で飾りませんか？
【写真のテーマ】私が好きな港区の風景

　　　（発行月の季節にあった風景）
詳しい応募方法は、お問い合わせください。
問い合わせ 　　　　　　　　　　　　　　　　　
区議会事務局議会広報担当　  電話 03-3578-2920

令和４年度一般会計ほか各会計決算を認定令和４年度一般会計ほか各会計決算を認定

海外修学旅行調査特別委員会を設置しました海外修学旅行調査特別委員会を設置しました
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9月12日の本会議において、全議員34名で構成する「令
和4年度決算特別委員会」（榎本あゆみ委員長、土屋準副委
員長、根本ゆう副委員長）を設置し、9月21日から10月4
日まで審査が行われました。
10月4日の決算特別委員会最終日において、令和4年度
各会計（一般会計、国民健康保険事業会計、後期高齢者医

療会計、介護保険会
計）歳入歳出決算4
案に対して態度表明を行い、採決した結果、決算4案は賛成
多数で認定されました。
その後、10月6日の本会議において、決算４案はそれぞれ
賛成多数で認定されました。

令和５年第３回定例会

会議日程

定例会の概要

決算特別委員会の概要

	 9月11日…	議会運営委員会・本会議
	 	会期決定　諸報告
	 	代表・一般質問5名
	 12日…	本会議・議会運営委員会
	 	代表・一般質問9名
	 	議案等付託
	 	決算特別委員会の設置
	 １4日…	４常任委員会
	 	議案・請願等の審査
	 １5日…	４常任委員会
	 	議案・請願等の審査
	 １9日…	総務・保健福祉・建設常任委員会
	 	議案・請願等の審査
	 20日…	交通等対策特別委員会
	 	請願等の審査

	９月２1日、２２日、２5日〜29日
	 …	決算特別委員会
	 	決算４案の審査
	１０月２日、４日

	 …	決算特別委員会
	 	決算４案の審査
	 ５日…	４常任・５特別委員会
	 	議案の審査、委員長報告・中間報告等
	 ６日…	議会運営委員会・本会議
	 	議案等の議決
	 	特別委員会の設置
	 	特別委員の選任
	 	港区選挙管理委員及び同補充員の選挙
	 	1特別委員会
	 	正副委員長互選

令和5年第3回定例会は、9月11日から10月6日までの
26日間にわたって開会されました。初日の11日と12日は、区長、
教育長及び選挙管理委員会委員長に対して、計14名の議員
から代表・一般質問が行われました。
区長から提出された案件は、審議した結果、条例改正・補
正予算など41件を原案どおり可決・承認（内1件を付帯意見
付）し、決算4案を認定しました。
皆さんから提出された請願は1件を採択、3件を不採択、2
件を継続審査としました。また、1件の取り下げを承認しました。
議員提出による案件は、意見書1件を可決しました。

今定例会の最終日
には、新たに「海外修
学旅行調査特別委員会」の設置について議決され、その後、
正副委員長互選が行われました。
また、任期満了に伴う選挙管理委員及び同補充員の選挙
を行い、下記のとおり新たな委員が決まりました。

新たに選出された選挙管理委員
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区議会はどなたでも傍聴できます

意見書を提出しました（要旨）
●固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書
１　小規模住宅用地に対する都市計画税を2分の1とする軽減措置を、令和6年度以後も継続すること。
２　小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計画税を2割減額する減免措置を令和6年度以後も継続すること。
３　�商業地等における固定資産税及び都市計画税について、負担水準の上限を65％に引き下げる減額措置を令和6年度

以後も継続すること。
東京都知事　あて
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令和４年度決算に対する　各会派の態度表明
◆◆ 自民党議員団 ◆◆
当委員会で自民党会派より投げかけた質問及び提案要望が、今後の事業実施と来年度予算の編成に大いに
反映されることを期待し、決算４案を認定する。

◆◆ みなと未来会議 ◆◆
恵まれた税収を活かしつつ、データに基づく客観的な事業策定や支出の適正性を見極めていくことを求める。
そして、我が会派の意見が来年度予算編成や区政運営に反映されることを強く要望し、決算 4案を認定する。

◆◆ 公明党議員団 ◆◆
我が会派より述べた意見、要望、提案、そして指摘について、来年度の予算に反映されることを強く要望し、
令和 4 年度決算 4 案について、いずれも認定する。

◆◆ みなと政策会議 ◆◆
決算が黒字のため、物価高に苦しむ区民生活を支え、必要な福祉ニーズに応える一方、未来にも投資すると共に、
政策立案についても区民にしっかりと説明できるよう、誠実で丁寧に進めていくことを要望し、認定する。

◆◆ 港区維新 ◆◆
多岐に渡る分野において鋭い問題提起をさせていただいた。保守系会派の我々からすると納得のいかない回答
も多かったが、我々の意見・要望・提案が今後の区政運営に活かされることを強く要望し、決算 4案を認定する。

◆◆ 共産党議員団 ◆◆
給食費無償化を特別支援学校や私立にも拡大、子どものインフルエンザワクチン全額公費負担、健康保険証の
廃止を中止、コロナ支援の継続等々に冷たい区政。区民の命を守ることが区政の責務。決算 4案は認定しない。

◆◆ 港区れいわ新選組 ◆◆
これまで以上に区による積極的な政策立案、各種支援が求められている。本委員会での質疑を令和6年度の予
算編成、政策立案、区民サービスに反映、考慮されることを要望し、令和4年度決算 4案は、いずれも認定する。

◆◆ 参政党の会 ◆◆
決算特別委員会で参政党の会からの質問及び提案が、来年度の予算編成及び区政運営に反映されることを強
く要望し、令和 4 年度決算 4 案について、いずれも認定する。

会計別 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額
一般会計 1,841 億    696 万 3,675 円 1,721 億 6,243 万 6,993 円 119 億 4,452 万 6,682 円
国民健康保険事業会計 238 億    123 万 3,430 円 233 億 4,860 万 9,561 円 4億 5,262 万 3,869 円
後期高齢者医療会計 62億 5,732 万 3,381 円 61 億 6,814 万 8,125 円 8,917 万 5,256 円
介護保険会計 175 億       20 万 4,693 円 167 億 9,136 万 5,483 円 7億    883 万 9,210 円
総計 2,316 億 6,572 万 5,179 円 2,184 億 7,056 万    162 円 131 億 9,516 万 5,017 円

令和４年度各会計決算の概要

　一般会計及び３特別会計は、いずれも適正に運営され
たものと認められる。各財政指標は良好な数値を示して
おり、財政状況は安定したものと認められる。
　区の財政状況について、歳入は区財政の根幹をなす特
別区民税の収入済額が、前年度と比較して１２.４％増収
した。歳出は、執行率が９５.６％で前年度を１.１ポイント

上回った。今後も税収の推移等を充分に踏まえ、重点施
策の着実な実施や区民福祉の向上のための施策の推進を
望むものである。
　引き続き、いかなる社会経済情勢等の変化にも柔軟に
対応し、「最少の経費で最大の効果」を実現するよう努め、
弾力的な財政運営が図られることを期待する。

監査委員の審査意見（要旨）
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決算特別委員会

  総務費   ◆消防団支援と訓練場所確保◆公の施設管理の適正
化◆青色防犯パトロールルート適正化◆区職員の負担軽減◆選
挙公報配布方法◆証明書の迅速交付◆災害時協力協定◆町会
法人化◆お台場の防災倉庫消防団本部設置を◆本庁舎地下の
温度管理の適正化◆補正予算の位置づけ◆議会への情報提供
の在り方◆平和教育事業の推進◆復興支援◆事務事業評価の
適正化◆予算の適切な措置◆震災時エレベーターからの救助◆

避難所でのプライバシー保護◆災害時介助犬とペット避難推
進◆ホテルと連携した避難◆白金の丘東側の土地活用◆新たな
避難所運営◆港区連合町会◆新予算の考え方◆自治体間連携
  環境清掃費   ◆みなとタバコルールと過料等の罰則◆協定
木材等の活用促進◆脱炭素社会実現に向けたアクション
  民生費   ◆老人クラブ支援◆福祉総合窓口の周知◆高齢者デ
ジタルデバイド解消推進◆赤坂いきいきプラザ改修◆遊び場の
ある保育所◆安定した保育士確保◆里親等委託率の向上◆保育
士宿舎の借上支援◆地域で気軽に相談できる保育園◆高齢者
を孤立させない取組◆高齢者の雇用促進◆更なる子育て支援
  衛生費   ◆予防接種健康被害救済制度の周知◆新型コロナ
ウイルスワクチン接種のこれまでとこれからの取組◆高齢者
聴力検診の検討状況◆任意予防接種事業助成の考え方
  産業経済費   ◆各種助成金と効果的なＰＲ◆商店街支援と
新客層を取り込むためのＰＲ◆プレミアム付区内共通商品券

の展望◆消費喚起事業◆ナイトタイムエコノミー推進と組織体
制の確立◆中小企業を支援する融資◆飲食店人手不足解消◆

コロナ後の区内イベント◆地方の物産販売支援
  土木費   ◆青山通り沿いのまちづくり支援◆台場公園付近の
トイレ整備◆自転車シェアリングサイクルポートをレインボー
ブリッジ台場側に設置を◆緊急地震速報とエレベーター制御
◆台場シャトルバス◆麻布地区駐輪場整備◆テナントビルのご
み集積所◆リミッター解除電動アシスト自転車対策◆まちの保
全管理に関するＤＸ推進を◆生まれ変わる六本木三丁目児童
遊園の在り方◆五之橋の架替事業の進捗◆狸橋付近の地盤沈
下◆都立新国際高校新築工事◆白金・白金台地区のちぃばす
◆新橋駅周辺の街づくり◆子育て世帯の駐輪配慮
  教育費   ◆いじめ対策◆教育委員会が行う事務の執行状況
の点検及び評価◆海外修学旅行◆専門性の高い補助教員増員
◆学習支援員の充足◆修学旅行の準備状況と教育委員の所感
◆学校建替◆国際理解教育の効果は◆区内リソースを用いた
国際理解教育◆海外修学旅行受託者のプロポーザル◆スポー
ツを見る体制の支援◆国際理解教育の更なる発展◆都立新国
際高校との連携◆平和教育の体系づくり◆平和都市宣言４０
周年に向けてのアクション◆京都奈良への修学旅行の意義と
効果◆主権者教育推進◆高輪台小学校と石垣中学校との交流
◆区内スポーツ環境の整備
  国保会計   ◆国民健康保険料の滞納理由分析
  介護会計   ◆特養の入所基準改善を◆ケアマネジャー不足と支援

 自民党議員団 

  歳入   ◆基金運用の改善を◆自転車撤去手数料について◆

ネーミングライツ導入◆特定公共賃貸住宅の不納欠損
  総務費   ◆ふるさと納税返礼品創設◆デジタル技術活用◆

区の情報セキュリティ強化◆夜間法律相談の拡充◆VR等を
利用した防災教育◆文化芸術支援◆水位雨量観測システム◆

客引き防止対策の財政負担◆指定管理者の選定について◆

ペット防災◆首都直下地震被害想定の活用を◆総合的なエ
レベーター閉じ込め対策を◆町会防犯カメラの負担軽減を◆

区職員や保育士の労働環境の改善を
  環境清掃費   ◆森林環境譲与税の都内連携◆再エネ電力導
入サポート◆有栖川宮記念公園池の生物調査◆ジモティー活用
後の変化◆ベビーカーを家具のリサイクル展で扱うこと◆粗大ご
みアプリの矛盾表示について◆羽田固定化回避に対する取組
  民生費   ◆少子化対策・子育て支援◆保育の質向上◆認可

外保育施設保育料助成金◆介護人材の確保を◆老人ホーム◆

長寿を祝う集い◆子ども会活動助成
  産業経済費   ◆商店街振興◆ワークライフバランス促進◆子
ども消費者教育◆区内宿泊補助事業の今後の展開
  土木費   ◆ドッグラン設置◆神宮外苑再開発の住民説明◆

ガードパイプのデザイン◆補助第９号線整備の影響◆街路樹
の健全度調査◆環状第３号線の検討状況◆住宅の浸水対策
◆ AI オンデマンド交通◆古川の環境改善を
  教育費   ◆港区小中学生海外派遣事業 ◆海外修学旅行事
業◆教育政策の効果に基づく政策立案◆子どもの万引防止◆

学校提案制度◆オンライン授業◆戦争遺跡の取り扱い
  総括質問   ◆データに基づいた政策決定を◆民間との契約で適
正な質と価格を見極める対策を◆区民や議会に丁寧な情報提供
を◆町会掲示板の場所の確保を◆希望出生率を目標に少子化対
策を◆高齢者のペット問題に支援を◆図書館で声を出せる場所の
拡大を◆シンガポール修学旅行に対する区長、教育長の思いは

 みなと未来会議 

※質問・要望事項は要約して掲載
しています。詳しくは、左の二次
元コードを読み取り「動画配信」
をご覧ください。〜各会派の質問・要望事項〜

※「国民健康保険事業会計」の表記は「国保会計」で統一しています。
※「介護保険会計」の表記は「介護会計」で統一しています。



5

  総務費   ◆ハザードマップのユニバーサルデザイン化 ◆

ChatGPT◆災害時の企業連携◆防犯カメラ設置支援◆高輪
コミュニティぷらざの 5F 駐輪場◆マスコットの周知
  環境清掃費   ◆タバコルール強化 ◆食品ロス削減 ◆自然共
生サイトへの登録◆マンション共有部の省エネ機器導入
  民生費   ◆地区委員会の予算振分◆若者の結婚生活支援◆

高齢者の住替問題◆公衆浴場の増設◆児童発達支援の個別
指導拡充◆おむつのサブスク◆認知症支援策の強化◆国際

手話◆病児保育◆産後ドゥーラ◆高齢者の熱中症予防対策
  衛生費   ◆母親学級の土曜開催◆乳幼児の事故防止
  産業経済費   ◆舟運を活用した観光振興
  土木費   ◆お台場シャトルバス◆子どもの遊び場整備◆地域
交通の確保◆田町駅東口東西自由通路拡幅整備工事
  教育費   ◆国際理解教育における英語教育◆ 区立小・中学
校の生理の扱い◆環境負荷の少ない給食
  国保会計   ◆中小企業の社保適用拡大
  総括質問   ◆基本計画への子どもの意見反映◆男性の更年
期障害啓発◆乳がん精検受診率向上◆大井競馬場の活用

 公明党議員団 

  民生費   ◆シルバーパスの改善 ◆私立も超過勤務手当を◆

０１８サポートは収入認定するな◆委託費の弾力運用
  衛生費   ◆子どものインフルエンザ予防接種を無料に
  土木費   ◆神宮外苑再開発誰でも説明会を◆桑原坂の大型

車両通行禁止◆赤羽橋駅駐輪場整備◆東麻布無電柱化
  教育費   ◆特別支援学校・私立で給食費無償化を
  国保会計   ◆健康保険証の廃止を中止すること
  総括質問   ◆海外修学旅行は生徒の声を聞き民主主義の
基本に立つこと◆タクシーが拾えない高齢者への支援を

 共産党議員団 

  総務費   ◆区の窓口等における区民対応の改善◆防災チェ
ア等の全マンション無償配布を◆親子で学ぶ防災絵本の制
作を◆同性パートナーを配偶者と同等に扱う条例◆マンショ
ン自治会の設立要件の緩和◆選挙時の道路交通法違反
  環境清掃費   ◆ みなとタバコルール推進事業と路上喫煙等
の罰則規定導入について
  民生費   ◆介護予防施設「ラクっちゃ」でのデータ活用を
◆子どもの体験イベント「雪遊び」企画の推進

  衛生費   ◆３歳児健診の受診率と弱視検査の結果 ◆ 男性
HPV ワクチン接種の費用助成◆ AMH の検査と卵子凍結
の費用助成を◆アンガーマネジメントスキルの講座開催を
  産業経済費   ◆ナイトタイムエコノミー促進◆港区中小企業
融資制度◆港区商店街動画・写真コンテスト
  土木費   ◆区有地・鹿島橋袂の無償貸付の考え方を問う
  教育費   ◆ 奨学金制度と受験生チャレンジ支援貸付事業◆

国旗・国歌の指導を◆海外修学旅行決定をめぐる問題
  国保会計   ◆外国人による保険料滞納問題
  総括質問    ◆各総合支所の連携◆ AED 設置促進

 港区維新 

  歳入   ◆基金の効果的活用を◆消防団の活動支援を
  総務費   ◆雑居ビル等への防災チェア設置助成を◆山の手
空襲の周知を◆利用者目線に立った DX 化を◆日本の伝統
文化を大切にするような取組を
  環境清掃費   ◆羽田空港新ルート下の影響調査を
  民生費   ◆学童クラブの待機児童対策を ◆シニアの就労支
援を◆障がい者日中支援型グループホーム◆精神障がい者
に対するアウトリーチを◆子育て応援商品券の配布を

  衛生費   ◆プレコンセプションケアの周知を◆卵子凍結への
助成を◆保護猫の助成金制度構築を
  産業経済費   ◆中小企業の海外販路拡大支援を◆プレミア
ム付き区内共通商品券の利用について
  土木費   ◆コード化点字ブロックの導入を ◆ 自転車駐輪場
政策見直しを◆麻布地域にドッグランの設置を
  教育費   ◆修学旅行◆副校長へのマネジメント支援員の導入
を◆標準事業時数の削減を◆学校通学路の安全確保策◆プ
ログラミング教育の充実を◆自殺対策強化を◆学校給食に
有機食材の利用拡大を

 みなと政策会議 

  歳入   ◆区民税の滞納◆滞納者に応じた適切な対応
  総務費   ◆首都直下地震発生を想定した防災と避難
  環境清掃費   ◆地球温暖化対策◆羽田新飛行ルート関連
  民生費   ◆生活困窮者支援
  教育費   ◆学校の適切な環境の維持と省エネ化

 港区れいわ新選組 
  衛生費   ◆港区の予防接種健康被害救済制度の状況は◆区
はワクチン接種によるリスクを接種者に伝えるべき◆小児に
対するワクチン接種は特に慎重であるべき
  教育費   ◆港区の公立中学校の修学旅行は補正予算ではな
く当初予算で

 参政党の会 
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Q. 公立学校給食費の支援について
A. 物価高騰が続く中、来年度以降の

給食費不徴収の継続について検討
する。

Q. 海外修学旅行の検討経過と経費に
ついて

A. プロポーザルでの事業候補者選定
の中で、充実したプログラム、安
全・安心な行程を前提としつつ、
学校ごとの研修プログラムの費用
や交通費など、精査・縮減に努め、
納得が得られるよう取り組む。

Q. 保育所における不適切保育への対
応について

A. 寄せられた相談に対して保育所等
に改善を指導するとともに、不適
切保育の未然防止に努める。

Q. 保育士に対する支援策について
A. 現場の声を丁寧に聞きながら、更

なる支援の充実に取り組む。
Q. こども誰でも通園制度について
A. 子どもや保護者が安心して利用で

きる環境を整備し、制度の実現に
向けて積極的に取り組む。

Q. 学校における日本版ＤＢＳ制度＊ 1

の運用開始前の対策について
A. 任用プロセスの強化、研修の充実

により、教員・講師の倫理観、規
範意識を高め、性暴力の再発防止
に努める。

豊かな区民生活の実現について

Q. 買物弱者対策について
A. 大規模開発等の計画の際に各総合

支所が中心となり、関係部署が連
携し、地域のニーズに合った食料
品店等の誘致に努める。

Q. ご遺族支援コーナーについて
A. 専門性の高いご相談にも応えられ

るよう関係機関とも密に協力し、
ご遺族に寄り添った支援が行える
よう努める。

Q. 区立公園・児童遊園における花火
について

A. 周辺の皆さんに配慮した上で、令
和 6 年度も夏休みの期間に実施す
る。

Q. ふるさと納税への対応について
A. 返礼品によらない港区版ふるさと

納税制度の一層の充実に取り組
む。

防災・防犯について

Q. 避難所から応急仮設住宅へ移るま
でのホテルの利用について

A. 一時的な生活場所としてのホテル
の提供について、事業者へ協力を
求める。

Q. 民間事業者や大学との連携につい
て

A. 地域の防災協議会とも連携し、地
域の防災力の向上に取り組む。

Q. ペットの避難について
A. 東京都獣医師会等の意見を伺いな

がら、円滑なペット避難を検討す
る。

Q. 区立公園整備における消防団の訓
練場所の確保について

A. 地域の方々の意見を伺いながら、
十分な広さや夜間・休日等の訓練
が可能な訓練場所の確保に努め
る。

Q. 国民保護計画について
A. 様々な事態を想定した、より効果

的な訓練を実施し、区民や来街者
の安全を確保する危機対応能力の
向上に取り組む。

Q. 街頭防犯カメラ補助事業の周知と
促進について

A. 区民の安全確保及び犯罪の未然防
止に向け、街頭防犯カメラの設置
を促進する。

保健・衛生について

Q. がん検診について

 自民党議員団 

子ども・子育てについて

Q. 自転車利用への対応について
A. 子育て世帯にとって自転車駐車場

が利用しやすくなるよう利便性を
向上させる。

Q.「あっぴぃ」の整備について
A. 子育て家庭や地域のニーズに即し

た子育てひろば「あっぴぃ」の開
設を進める。

Q. 夢を持ってスポーツに打ち込める
環境の整備について

A. 施設整備や設備更新等の際は、機
能拡充や利便性向上等、区長部局
と教育委員会が連携を強化し取り
組む。

Q. 公立学校のプールについて
A. どの学校においても児童・生徒の

泳力向上が担保できるよう指導す
る。

Q. 箱根ニコニコ高原学園の積極的活
用について

A. フェンスを高くすることについ
て、近隣への影響も配慮し検討す
る。

代表・一般質問
９月11・12 日

※代表・一般質問は要約して掲載しています。詳しくは、右の
　二次元コードを読み取り「動画配信」をご覧ください。

＊１　日本版ＤＢＳ制度： 子どもと接する職業に就く際、職場が性犯罪歴がないことの証明を求める制度。
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A. 質の高いがん検診の実施体制を構
築し、がんの早期発見・早期治療
につなげる。

Q. 難聴の方々の支援について
A. 早期の聴力検査の導入に向け、検

査実施医療機関の確保や問診項
目、高齢者補聴器購入費助成制度
との連動等、具体的な検討を進め
る。

Q. ＨＰＶワクチンの公費助成につい
て

A. 男性へのＨＰＶワクチン接種の助
成について、国における定期予防
接種化に向けた動向等を注視す
る。

家族について

Q. 今後の結婚支援について
A. 多様な主体と協力し、結婚や子育

てを応援する機運を高め、港区な
らではの結婚支援に取り組む。

Q. 家庭内コミュニケーションの啓発
について

A. 夫婦間のより良いコミュニケー
ションの秘訣を紹介する冊子を作
成・配布し、新たに講座を実施し
ていく。

Q. 保育士体験について
A. 多くの生徒が保育体験を通じて自

分の成長過程を実感できるよう、
中学校が幼稚園・保育園と連携し、
体験機会の創出に努める。

経済について

Q. 物価高騰に対する対策について
A. 中小企業や商店会加盟店舗が苦境

を乗り越えられるよう、事業者の
実情を的確に捉えた支援に取り組
む。

Q. 高齢者がいきいきと働ける場の提
供について

A. 高齢者がより身近に情報を得られ
る環境整備に取り組む。

街づくりについて

Q. 新橋駅周辺の街づくりについて
A. 事業者に対して、ガイドラインに

示す街づくりが早期に実現できる
よう、適切に指導・誘導する。

Q. 新橋公道上の営業行為について
A. 今後も、愛宕警察署と連携して、

路上営業の指導に取り組む。
Q. 赤坂三通りの道路整備について
A. 令和 6 年度に道路整備の協議会を

立ち上げ、赤坂を訪れる多くの来
街者が、安全・安心・快適に利用
していただける道路整備の早期実
現を目指す。

Q. 品川駅西口における国道 15 号の
整備について

A. 国や東京都に対し、工事期間中の
歩行者動線や整備後のイメージに
ついて丁寧な周知と説明会の開催
などを行うよう働きかける。

Q. 神宮外苑の街づくりについて
A. 銀杏並木が創り出す風格ある景観

に配慮した施設計画を更に検討す
るよう、事業者を指導する。

Q. 羽田空港機能強化について
A. 国に対し、住民説明会の実施や固

定化回避の早期実現を強く求め
る。

Q. 白金・白金台地域の交通手段につ
いて

A. 高輪ゲートウェイ駅の街開きと併
せ、白金・白金台・高輪地区にお
ける、新交通手段の試験導入に向
けＪＲ東日本と協議を進める。

Q. ちぃばすの安定運行について
A. 利便性やアクセス性、収支などを

総合的に勘案し安定運行に努め
る。

Q. 町会・自治会長の負担軽減につい
て

A. 負担を軽減し、なり手不足の解消
につながる取組を推進する。

みなと芸術センターについて

Q. 準備状況について
A. 区内文化芸術団体とのネットワー

クを活用し、協働して事業を実施
するなど、着実に準備を進める。

Q. 収支の考え方について
A. 助成金の獲得等にも努め、マーケ

ティングを研究し経営に生かすこ
とで、負担を極力軽減する。

Q. 指定管理者非公募について
A. 長期的な視点に立った運営が期待

でき、これまで培った地域とのつ
ながりや文化芸術団体との連携を
有する優位性があることから、公
募によらず公益財団法人港区ス
ポーツふれあい文化健康財団を指
定管理者候補者の選定対象とし
た。

Q. 公益財団法人港区スポーツふれあ
い文化健康財団の改革について

A. 財団が区民からの信頼に応え、良
質なサービスが提供されるよう、
指導、助言を行う。

都区制度、基金、入札等について

Q. 都区の在り方について
A. 都区のあり方検討委員会及び幹事

会の協議を再開するよう東京都へ
働きかける。

Q. 都区財政調整制度における都区間
の配分割合について

A. 配分割合の変更について、粘り強
く主張していく。

Q. 基金の活用について
A. 計画的に積み立て、事業の目的に

応じて効果的に活用する。
Q. 震災復興及び新型インフルエンザ

等感染拡大防止基金について
A. 復旧・復興等に必要な支援内容の

調査・分析を進めている。
Q. 入札の不調への対応について
A. 公共工事の担い手に適正な利潤が

確保されるよう、市場実態等を的
確に反映させる。

 みなと未来会議 

性犯罪から子どもを守る取組に
ついて

Q. 性犯罪から子どもを守る取組につ
いて

A. 国の有識者会議における議論を注
視し、新たな制度の創設を見据え、
速やかに対応できるよう教育委員
会と連携し、準備を進めていく。

病児保育の受け入れについて

Q. コロナに罹患した子どもの対応に
ついて

A. 新型コロナウイルス感染症につい

＊１　日本版ＤＢＳ制度： 子どもと接する職業に就く際、職場が性犯罪歴がないことの証明を求める制度。
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少子化対策のあり方について

Q. 希望出生率を数値目標として定め
政策に生かすつもりがあるか

A. 一律に数値目標を設定することで
はない。

Q. 若年層への住宅支援について
A. 具体策を検討していく。
Q. 不妊治療の全額助成について
A. 考えていない。

保留児童対策について

Q. 保留児童の実態調査と対策強化を
行うべきではないか

A. 保留児童の現況は把握しており、
施策の見直しに取り組んでいる。

青少年の課外活動を支援する
取り組みを強化することについて

Q. 団体応援寄付金対象に含むなど支
援をする意向があるか

A. 対象の拡充を検討していく。

町会の支援体制の強化について

Q. 町会の支援体制強化について
A. 負担軽減を進めていく。

高齢者福祉の拡充について

Q. シニアの意見収集について
A. 高齢者が集う場を好機と捉え意見

を伺っていく。
Q. 高齢者対象の慶祝品について
A. 引き続き商品券を充実させる。

産業振興に資する人材育成に
ついて

Q. 生成 AI を活用する人材育成強化
を考えているか。

A. 実施に向け検討していく。

基金の運用のあり方について

Q. 基金運用体制強化について
A. アドバイザーの助言を得て安全な

運用を図る。

特別区民税減税について

Q. 特別区民税減税は区長判断で可
能。税収が好調な港区でこそ、物
価高に直面する区民に減税して

「返す」事を検討してはどうか

A. 人口増加に伴う行政需要の増加を
見込んでおり、特別区民税は貴重
な財源のため減税は予定しない。
行政サービスで還元する。

犯罪被害者支援について

Q. 支援の現状について
A. リーブラ相談事業や講座を通じ、

犯罪被害者等の人権への配慮を伝
えている。東京都条例の活用や被
害者支援都民センターとも連携す
る。

樹木の保護について

Q. 神宮外苑の銀杏並木の保全が科学
的に担保されるよう、事業者を指
導すべきではないか

A. 事業者提案の保全方針について
は、東京都環境影響評価審議会の
精査となる。区は景観に配慮した
施設計画を更に検討するよう指導
する。

Q. 暑さ対策に街路樹の活用を
A. 街路樹のせん定時期変更や、樹木

の形を意識したせん定の工夫など
により、木陰の確保に取り組む。

行政サービスの質について

Q. 学童クラブによる不適切指導の再
発防止を

A. 研修で職員の質向上に努め、児童
の安全確保のための安全計画を、
全ての学童クラブで策定する。

Q. 特養の介護の質の向上を
A. 各施設に介護相談員を派遣した

り、家族からの苦情相談等を通じ、
施設にヒアリングや指導助言を行
い、介護サービスの質の向上を図
る。

中小企業支援について

Q. 物価高に苦しむ事業者支援を
A. 人材確保や販路拡大の広告宣伝へ

の補助に加え、人材紹介会社活用
費の経費補助も開始し、事業者の
取組を後押しする。

防災について

Q. 被災者の生活再建に、専門家や民

ては、慎重に対応しなければなら
ないという現場の医師の判断があ
ることから、現在は受け入れてい
ない。

屋内遊び場について

Q. 屋内遊び場について
A. 既存の区の施設の中で整備するに

は、スペースや構造上等の課題が
ある。民間事業者と連携した遊び
場の確保など様々な手法を検討し
ていく。

シンガポール修学旅行について

Q. 議会の議決を経ずに発表したこと
についてどう考えているか

A. 区議会と行政が丁寧に意思疎通を
図ることが重要である。

Q. 予算の妥当性について
A. 生徒の安全、英語や異文化の体験

のためにこの予算になった。
Q. 様々な国の選択肢から提案をもら

うことはできなかったのか
A. 様々な観点で選定した。
Q. 経済的に厳しい世帯や私立の学生

に対するフォローについて
A. これまで同様負担軽減を行い、私

立学校は意見を伺っていく。
Q. プログラムの内容について 
A. 生徒が主体的に現地で学びたい内

容を選択できるようにする。

区立学校の魅力化について

Q. 国際教育の拡充について
A. 国際理解教育の充実を目指す。
Q. 区立学校が独自財源に基づいて活

動できるような体制について
A. 港区版ふるさと納税などを生かし

た公立学校の魅力化を進める。
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A. 対策を強化する。

ＨＰＶワクチンについて

Q. キャッチアップ接種周知強化
A. 未接種者へ 2 回勧奨を送付する。
Q. 男性への接種費用の助成
A. 国の定期接種化の動向を注視す

る。

分譲マンションの
適正管理等支援について

Q. 管理に課題があるマンションへ管
理アドバイザー派遣の促進を

A. 実態調査などで把握している管理
組合に対し、個別に周知する。

ＣＯＣＯＬＯプランを受けての
不登校支援の推進について

Q. スクールソーシャルワーカーなど
活用した保護者への支援を

A. 各学校への専門人材の配置時間や
日数の拡充を検討する。

Q. 不登校児童・生徒支援のための校
内別室設置等の今後の展望は

A. 設置拡充と不登校特例校の新設も
検討する。

街頭防犯カメラの設置促進の
取組について

Q. 見える化し、設置箇所の少ない場
所へ積極的に取り組むべき

A. 設置場所の見える化を進め、より
安全な街づくりに取り組む。

日常生活用具給付種目の
見直しについて

Q. 排泄予測支援機器など状況に応じ
た対象の見直しを図るべき

A. 今後も利便性の向上や負担軽減に
つながるよう積極的な見直しを行う。

運動施設の確保について

Q. より積極的な運動施設の確保に取
り組むべき

A. 企業・大学との連携、区外の運動
施設の活用検討など、様々な手法
を用いて確保・充実に努める。

間が行政と協力する災害ケースマ
ネジメント導入を

A. 様々な団体と連携し、調査研究し
ていく。

障害者支援について

Q. 発達障害のある若者の就労支援に
ついて

A. 就労定着支援など、関係機関と連
携し取り組んでいく。

 公明党議員団 

都区財政調整協議について

Q. 配分割合に臨む姿勢を伺う
A. 財源保障の割合を主張する。

熱中症対策の推進について

Q. 区としてＷＢＧＴ＊2の認知度向上
や行動変容につながる情報発信を

A. 各部門共通の熱中症対策アドバイ
スを作成し情報発信したり、ナッ
ジ理論の活用など工夫する。

Q. 高齢者宅を訪問する介護従事者に
熱中症対策を啓発し、連携を

A. 訪問介護ヘルパー等にも対策の情
報を提供し、訪問時に効果的な声
掛けができる体制を拡充する。

いきいきプラザの利用について

Q. 新規利用者を喚起する取組
A. イベント改善、魅力周知をする。

軟骨伝導集音器の導入について

Q. 耳が不自由な方のために軟骨伝導
集音器を導入してはどうか

A. 導入に向けた検討を進める。

母子手帳アプリの改良について

Q. 利用者の意見を取り入れ改良して
ほしい

A. 改良に取り組んでいく。

お台場のバイク騒音問題に
ついて

Q. 関係機関と連携し対策を強化して
ほしい

学校給食費の負担軽減策に
ついて

Q. 来年度以降も不徴収の実施を
A. 検討する。
Q. 都立特別支援学校の児童生徒も対

象とすべき
A. 支援の在り方について今後の課題

としていく。

 みなと政策会議 

二元代表制について

Q. シンガポール修学旅行は突然区長
発表され、議会への補正予算案提
出前に保護者通知が出された。二
元代表制に対する考え方は

A. 区長と議会が車の両輪のような関
係になり、区政を推進すべき。

ふるさと納税について

Q. シティプロモーションを兼ねた返
礼品を

A. 返礼品によらずに港区版ふるさと
納税の一層の拡充に取り組む。

総合支所制度について

Q. 部署の縦割りに「支所」の横割り
が入った複雑な意思決定組織。Ｄ
Ｘ化を進める上でも見直しを

A. 総合支所だからこそできるサービ
ス提供を強化していく。

地域防災協議会への支援に
ついて

Q. 災害住宅増設などで現在 15％の
区内在住職員を増やし、地域防災
協議会活動も支援すべき

A. 今後も職員が地域の一員として、
積極的に関わる。

防災協議会の訓練

＊ 2　ＷＢＧＴ：熱中症の危険度を判断する、暑さ指数。
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ジュールについて
A. 令和 6 年 3 月に港区地域防災計画

の修正を予定している。

ＨＰＶワクチンについて

Q. 子宮頸がん対策は
A. ワクチン接種と子宮頸がん検診を

実施。啓発リーフレットの配布。
今後も予防行動が取れるよう積極
的に働きかける。

Q. 接種率向上に向けて
A. 情報を正しく理解し接種を検討で

きるように積極的に取り組む。
Q. キャッチアップ対象者への周知と

お知らせ文について
A. 予診票と国と区のチラシ等を送

付。接種機会を逃さないよう、情
報を分かりやすく提供していく。

介護職員について

Q. 今後の介護職員不足の取組は
A. より効果的な介護人材確保等を検

討する。
Q. 負担軽減のための役割分担を
A. サービスの向上、ケアに専念でき

る環境整備等に努める。
Q. 有償ボランティアのマッチング

サービスの導入について
A. 事例や効果など研究していく。

子どもの連れ去りについて

Q. 片方の親の同意なく実子を連れ去
る親が増えている。離婚後、親権
奪取を優位に進める目的であるこ
とがほとんどだが、実子誘拐は親
子断絶を招き、また日本以外のほ
とんどの国で重大な犯罪である。
港区としては実子誘拐をどのよう
に捉えているか

Q. 港区独自に継続的な支援を
A. 原則、期間後も個の状況に応じ指

導を受けられるようにしている。

不登校児童・生徒の支援に
ついて

Q. 9 割に支援がないが対策は
A. 不登校特例校の新設を検討する。

神宮外苑再開発について

Q. 国際イコモスの「ヘリテージア
ラート」をどう受け止めるか

A. 事業者の動向を注視していく。
Q. 今後の説明会開催については
A. 事業者に説明会を通じ、共感を得

られる街づくりを求めていく。
Q. 周辺区と名勝指定に協力して取り

組むよう求められているが
A. 意見交換しながら引き続き所有者

と協議する。

「ヘリテージアラート」が発令された明治神宮外苑

 港区維新 

震災時のエレベーター
閉じ込め対応について

Q. 令和 4 年度から始めたエレベー
ター閉じ込め対応訓練の実施マン
ションが数件である現状をどのよ
うに捉えているか

A. 令和 5 年 1 月から訓練を延べ 11
回実施。件数について課題と認識
している。

Q. 訓練のあるべき姿について
A. 震災時、閉じ込めから安全を確保

した上で早期に利用者を救出する
ことが重要。居住者が自ら救出す
ることも含め、訓練を実施する共
同住宅を増やしていく。

港区地域防災計画における
避難行動要支援者に対する
災害時の避難計画について

Q. 現状の避難計画の自己評価は
A. より具体化すべき箇所があると認

識している。
Q. 避難計画見直しのポイントとスケ

少子化対策について

Q. 部署横断的なチームを作り、数値
目標をたてて取り組むべき

A. 子ども部門が中心で取り組む。

保育園について

Q. 一時保育の不足、認可外保育園補
助の条件見直し要望などを受け、
保育園政策全体の見直しを

A. 区民の声を生かした保育サービス
の充実に取り組んでいく。

Q. 元麻布保育園の医療的ケア児・障
害児クラスの請願対応は

A. 作業療法士や言語聴覚士による巡
回指導を開始している。また、多
子世帯の保護者の送迎負担軽減の
検討を進めている。

幼稚園について

Q. 学童クラブの弁当配送支援事業を
区立幼稚園でも導入すべき

A. 区が契約主体となることも含め、
配達弁当実施園の拡大を検討す
る。

学童クラブの夏休みの弁当配送支援事業

障害児者施設の増設計画に
ついて

Q. 障害児の人口増加、共働き率上昇
で増設が必要。整備計画は

A. 民間事業者の参入を促す工夫も検
討し、全力で対応する。

シンガポール修学旅行について

Q. 国際人育成、区立中学魅力向上を
どう考えるのか

A. 文化や伝統を重んじる真の国際人
として将来を見据える契機にな
る。また、国際理解教育の充実が
進学判断になる。

特別支援教育について

Q. 学習支援員の対象数が急増し、支
援員の数は増えない。対応は

A. 支援時間を確保するだけでなく、
教員の資質向上にも注力してい
る。
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A. 子どもの意思に関係なく生活環境
が変わることは、子どもの心理的
負担が生じるため、夫婦間の事情
が成長に影響を及ぼすことがあっ
てはならないと考えている。

実子誘拐防止策について

Q. 基礎自治体として実子誘拐を未然
に防ぐべく、転退出の保護者記入
欄を父母両方にする動きがある。
23 区内でも先行事例はあるが、
港区における導入予定は

A. 効果を調査研究していく。

動物愛護について

Q. 他自治体では、動物愛護を含む相
談体制支援事業を行っているが、
港区で行わない理由は

A. 港区では、外部からの動物の持ち
込みや営利目的の譲渡があるな
ど、課題も多いため。

 共産党議員団 

港区気候非常事態宣言を
行うことについて

Q. 今すぐ宣言を発信すること
A. 2050 年までに CO2 排出ゼロ実現

に取り組む。

核兵器禁止条約への参加を
国に求めることについて

Q. 区長自ら署名すること
A. 署名をすることは考えていない。

感震ブレーカーの配付について

Q. 希望する区民に配布すること
A. 割引価格であっせんしている。

　　　　 感震ブレーカー

シルバーパスの改善を
東京都に要請することについて

Q. 所得に応じて細分化すること
A. 東京都に伝える。
Q. ゆりかもめに適応すること
A. 東京都に伝える。

神宮外苑再開発について

Q. 樹木の伐採申請が出た場合、区長
は許可しない決断をすべき

A. 条例の規定や許可基準にのっと
り、厳正に審査していく。

　　　  枯死が心配されるイチョウ

学校給食の無償化について

Q. 来年度以降も続けること
A. 給食費不徴収の継続を検討。
Q. 特別支援学校にも同様の支援を
A. 区として支給することはしない。

区営住宅戸数を増やすことに
ついて

Q. 区営住宅の建設、建て替えで住戸
数を増やすこと

A. 区営住宅の建設、建て替えは考え
ていない。

保育園の超過勤務手当の支給に
ついて

Q. 三田労基署の指導で区立保育園で
は実態調査に基づき、超過勤務手
当の支給が行われた。私立保育園
にも同様に指導すること

A. 指導検査で適切な対応を指導して
いる。

 港区れいわ新選組 

省エネ住宅の取組について

Q. 熱中症等を防ぎ健康を守るため、
既存住宅の省エネルギー化に取り
組むべき

A. 省エネ効果や助成制度の情報発信
を強化し、取組を推進する。

選挙の投票環境の改善について

Q. 急坂のため投票に行けないとの
声。他の区有施設も使うべき

A. 設置要件を満たす施設を前提に、
町会等の声も勘案し設置した。投
票環境の継続的な向上は必要で、
今後も地域の声を伺い取り組む。

Q. 在外投票電子化について伺う　
A. 在外選挙人名簿登録者数の多い港

区選挙管理委員会としては望まし
い。国の動きを注視する。

【各会派の連絡先】
不在の場合は、区議会事務局へ

電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 11

自民党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 2 7
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 0 9

みなと未来会議
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 8
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 8 5 4

公明党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 5
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 7

みなと政策会議
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 8
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 9

港区維新
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 6 0
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 6

共産党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 5
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 47

港区れいわ新選組
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 61
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 6

参政党の会
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 14
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 9
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●区長報告第11号　専決処分について
麻布十番一・二丁目道路整備工事（Ⅱ期）請
負契約の変更

●区長報告第12号　専決処分について
庁有車の交通事故の和解

〇責任割合の妥当性
〇損害賠償額の処理方法

●議案第66号　港区職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例

「新型インフルエンザ等対策特別措置法」及び
「地方自治法」の一部改正に伴い、手当の名

称等を変更する
〇派遣手当の支給額
〇派遣依頼における一連の流れ

●議案第74号　令和５年度港区一般会計補
正予算（第５号）
歳入歳出それぞれ21憶2,135万1千円を追加
し、総額をそれぞれ1,678億9,593万7千円
とする

●議案第75号　令和５年度港区介護保険会
計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ7億2,668万3千円を追加
し、総額をそれぞれ188億757万9千円とする

〇事前に見積を取得した事業者のみがプロ
ポーザルに応募した場合の有効性

〇教育に関する企画・提案の在り方

●議案第80号　工事請負契約の承認について
将監橋塗替塗装工事について、工事請負契
約の承認を求める

〇工事経費にかかる内訳
〇ＰＣＢ塗料が使用されている橋梁の確認状況

と対策

●議案第81号　工事請負契約の承認について
五之橋架設工事（下部工）の工事請負契約の
承認を求める

●議案第82号　工事請負契約の承認について
五之橋架設工事（上部工）の工事請負契約の
承認を求める

〇区内橋梁における歩車一体道路の状況

●議案第83号　工事請負契約の承認について
霞橋塗替塗装工事について、工事請負契約
の承認を求める

●議案第84号　工事請負契約の承認について
港区特定公共賃貸住宅 シティハイツ桂坂等 
外壁等改修工事について、工事請負契約の
承認を求める

〇改修費における東京都と区の負担割合

●議案第85号　物品の購入について
内部情報系システム用ファイアウォール等を
購入する

〇ベンダーロックインに対する区の考え方

●議案第95号　指定管理者の指定について
男女平等参画センターの指定管理者を指定する

〇退職者数が多い状況に対する区の考え方
〇指定管理者と区の連携体制

五之橋視察の様子

閉会中の委員会活動
◆主な報告事項
◇令和５年度港区政策評価の結果
◇白金一丁目西部中地区市街地再開発事業に

おける権利変換計画への同意
◆行政視察
 ● 防災センター及び地区防災計画を活用した

防災対策について（新居浜市）
 ● 南海トラフ地震業務継続計画及び津波避難

施設の活用等について（高知市）
 ● ヤ・シィパーク津波避難タワーの利活用及び

周知について（香南市）

常任委員会の活動記録

総 　 　 務

●議案第67号　港区保健衛生事務手数料条
例の一部を改正する条例

「旅館業法」の一部改正に伴い、事業譲渡によ
り営業者の地位を承継する場合の手続の手
数料を定める

●議案第69号　港区旅館業法施行条例の一
部を改正する条例

「旅館業法」の一部改正に伴い、条項番号の
変更等をする

●議案第70号　港区興行場法施行条例の一
部を改正する条例

「興行場法」の一部改正に伴い、事業譲渡によ
り営業者の地位を承継することができること
となるため、許可に代わる手続を定める

●議案第71号　港区プールの衛生管理に関す
る条例の一部を改正する条例

「旅館業法」等の一部改正を踏まえ、事業譲
渡により許可経営者の地位を承継すること
ができることとする

〇保健衛生事務手数料の詳細及び申請手続
〇これまでの事業譲渡に関する実績及び条例

改正後の相談件数見込み

●議案第68号　港区立いきいきプラザ条例の
一部を改正する条例
麻布いきいきプラザを新施設として開設する
ため、位置を変更するとともに、施設の使用料
を変更する

〇いきいきプラザの使用料の算定方法
〇施設間で使用料に差が生じることへの問題

意識

●議案第72号　港区特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例

「就学前の子どもに関する教育、保育等の総
合的な提供の推進に関する法律」の一部改
正に伴い、条項番号を変更する

〇法改正により自治体が受ける影響
〇認定こども園の事業譲渡が簡素化する可能性

●議案第73号　港区学童クラブ条例の一部を
改正する条例
御田小学校の仮移転に伴い、学童クラブ事業
の実施場所を追加する

〇普段住み慣れない場所に通学する子ども達
への支援

〇学校終了後の子どもの帰宅方法

●議案第96号　指定管理者の指定について
港南いきいきプラザの指定管理者を指定
する

〇過去２者応募があった中で今回の応募が１
者である理由

〇１者のみの応募時に再公募をかけること

●議案第97号　指定管理者の指定について
高齢者集合住宅の指定管理者を指定する

〇高齢者集合住宅の役割
〇資金計画の分析評価がＡ判定でなかった理由

●議案第98号　指定管理者の指定について
障害者グループホーム芝浦の指定管理者を
指定する

〇説明会や見学等の問い合わせをしてきた事
業者数

〇宿直の体制

●議案第99号　指定管理者の指定について
健康増進センターの指定管理者を指定する

〇ターゲット層を絞った今後の事業
〇再委託先が派遣会社にならないよう公募要

領を見直すこと

●議案第108号　児童相談所を設置する特別
区における措置費共同経理課の共同設置に
関する協議について
児童相談所における措置費支払事務等を一
元化することにより、児童養護施設等の事務
負担を軽減するため、児童相談所を設置する
特別区において、措置費共同経理課を共同設
置する

〇今後児童相談所を設置する予定の区
〇児童相談所設置自治体増加時の職員体制

港区立健康増進センター視察の様子

保 健 福 祉

●議案名、概要 ○主な質疑

※�議案は概要のみ掲載しています。
詳しくは、左の二次元コードを
読み取り「議案」をご覧ください。
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●ＤＸ推進・行財政等対策
◆主な報告事項
◇令和4年度特別区税決算見込額及び令

和5年度特別区民税当初課税状況等
◇施設予約システムの更新
◆行政視察
 ●  共創型スマートシティ「新・さっぽろモデル」

について（札幌市）
 ●  函館市ＤＸ推進ラボにおける取組について
（函館市）

●交通等対策
◆主な報告事項
◇令和4 年度港区内の交通事故概要につい

て

●議案第86号　指定管理者の指定について
芝浦港南地区総合支所管内の区立自転車等
駐車場等の指定管理者を指定する

●議案第87号　指定管理者の指定について
高輪地区総合支所管内の区立自転車駐車場
の指定管理者を指定する

●議案第88号　指定管理者の指定について
芝地区総合支所管内の区立自転車等駐車場
等の指定管理者を指定する

●議案第89号　指定管理者の指定について
麻布地区総合支所管内の区立自転車等駐車
場等の指定管理者を指定する

●議案第91号　指定管理者の指定について
麻布区民センターの指定管理者を指定する

●議案第92号　指定管理者の指定について
芝浦港南区民センター等の指定管理者を指
定する

●議案第93号　指定管理者の指定について
高輪区民センターの指定管理者を指定する

●議案第94号　指定管理者の指定について
赤坂区民センターの指定管理者を指定する

〇応募事業者を増やすための取組
〇指定管理施設評価票の評価理由

●議案第100号　指定管理者の指定について
郷土歴史館の指定管理者を指定する

〇説明会の参加者数及び前回応募のあった事
業者への声かけの実施

〇応募に至らなかった事業者へのヒアリング

〇議事録の在り方
〇未達成である障害者雇用率

●議案第90号　指定管理者の指定について
公共駐車場の指定管理者を指定する

〇駐車場の利用料金の設定
〇駐車場の障害者枠

品川駅港南口自転車等駐車場視察の様子

●議案第101号　指定管理者の指定について
みなと図書館等の指定管理者を指定する

●議案第102号　指定管理者の指定について
三田図書館等の指定管理者を指定する

〇グループ化に至った経緯とそれが公募に与
えた影響に関する区の分析

〇今回の候補者の事業実績

●議案第103号　指定管理者の指定について
生涯学習センターの指定管理者を指定する

●議案第104号　指定管理者の指定について
青山生涯学習館の指定管理者を指定する

〇応募に至らなかった事業者の理由把握
〇施設の稼働率

●議案第105号　指定管理者の指定について
運動場の指定管理者を指定する

建 　 　 設

区 民 文 教

閉会中の委員会活動
◆主な報告事項
◇橋りょう塗替塗装工事（将監橋及び霞橋）
◇五之橋架設工事
◆行政視察
 ●  エリアマネジメント活動及び水辺のにぎわい

創出の取組について（長崎市）
 ●  大規模開発事業に伴う防災対策の取組につ

いて（長崎市）
 ●  駅まち一体の街づくり及びプレイスメイキン

グの取組について（岩国市）

●議案第106号　指定管理者の指定について
スポーツセンターの指定管理者を指定する

●議案第107号　指定管理者の指定について
氷川武道場の指定管理者を指定する

〇説明会には参加したものの応募に至らな
かった事業者へのヒアリング

〇指定管理施設評価の改善策

閉会中の委員会活動
◆主な報告事項
◇「放課ＧＯ→みた」の放課ＧＯ→クラブへの

移行
◇新型コロナウイルス感染症対策特別融資

あっせん期間の終了
◆行政視察
 ●  不登校児童・生徒の支援について（東広島市）
 ●  観光政策及びＭＩＣＥ誘致の取組について
（姫路市）

 ●  平和教育について（広島市）

●防災・危機管理等安全対策
◆主な報告事項
◇港区・関東大震災百年継承プロジェクト
「防災を学ぶ日」の開催

●こどもまんなか・少子化等対策
◆主な報告事項
◇「高校生世代実態調査」のアンケート調査

結果（速報）
◆行政視察
 ●  合計特殊出生率の目標数値達成のための

具体的な取組について（福井市）
 ●  子育てしやすい環境づくりに向けた取組

や出生率を向上させるための取組について
（かほく市）

特別委員会の活動記録

閉会中の委員会活動
◆主な報告事項
◇港区立保育園における労働時間の調査結果
◇特別養護老人ホームサン・サン赤坂等中規

模改修工事に伴うショートステイの利用にお
ける一部制限

◆行政視察
 ●  施設の設計段階から意見を吸い上げる取組

及び施設運営への中高生や大学生の関わり
方について（三原市）

 ●  区市町村単位で行うひきこもり支援について
（宇部市）

●環境等対策
◆主な報告事項
◇（仮称）品川駅西口地区Ａ地区新築計画

環境影響調査書案
◇（仮称）高輪三丁目品川駅前地区（品川

駅西口地区Ｃ地区）第一種市街地再開発
事業環境影響調査書案

渚橋の浮桟橋視察の様子（交通等対策）

閉会中の委員会活動
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議案等の審議結果
各会派の態度　　○…賛成　　×…反対

令和５年第３回定例会　案件名
自
民
党 

議
員
団

み
な
と 

未
来
会
議

公
明
党 

議
員
団

み
な
と

政
策
会
議

港
区
維
新

共
産
党 

議
員
団

港
区
れ
い
わ

新

選

組

参
政
党

の

会

議
決
結
果

区長報告
第１１号 専決処分について（麻布十番一・二丁目道路整備工事（Ⅱ期）請負契約の変更） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

区長報告
第１２号 専決処分について（和解） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案
第６６号 港区職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第６７号 港区保健衛生事務手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第６８号 港区立いきいきプラザ条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第６９号 港区旅館業法施行条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第７０号 港区興行場法施行条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第７１号 港区プールの衛生管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第７２号

港区特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第７３号 港区学童クラブ条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第７４号 令和５年度港区一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 付帯意見付

原案可決
議案

第７５号 令和５年度港区介護保険会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第７６号 令和４年度港区一般会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

議案
第７７号 令和４年度港区国民健康保険事業会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

議案
第７８号 令和４年度港区後期高齢者医療会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

議案
第７９号 令和４年度港区介護保険会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

議案
第８０号 工事請負契約の承認について（将監橋塗替塗装工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第８１号 工事請負契約の承認について（五之橋架設工事（下部工）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第８２号 工事請負契約の承認について（五之橋架設工事（上部工）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第８３号 工事請負契約の承認について（霞橋塗替塗装工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第８４号 工事請負契約の承認について（港区特定公共賃貸住宅シティハイツ桂坂等外壁等改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第８５号 物品の購入について（内部情報系システム用ファイアウォール等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第８６号 指定管理者の指定について（港区立田町駅東口自転車等駐車場等） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第８７号 指定管理者の指定について（港区立白金高輪駅自転車駐車場等） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第８８号 指定管理者の指定について（港区立浜松町駅北口自転車等駐車場等） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第８９号 指定管理者の指定について（港区立三河台公園自転車駐車場等） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第９０号 指定管理者の指定について（港区立公共駐車場） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第９１号 指定管理者の指定について（港区立麻布区民センター） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第９２号 指定管理者の指定について（港区立芝浦港南区民センター等） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第９３号 指定管理者の指定について（港区立高輪区民センター） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第９４号 指定管理者の指定について（港区立赤坂区民センター） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第９５号 指定管理者の指定について（港区立男女平等参画センター） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第９６号 指定管理者の指定について（港区立港南いきいきプラザ） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第９７号 指定管理者の指定について（港区立高齢者集合住宅） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第９８号 指定管理者の指定について（港区立障害者グループホーム芝浦） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決
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各定例会中に審査する請願の提出締切日について
　港区議会では、広く皆さんの意見や要望を請願として受け付けています。
　「各定例会初日の3日前（土・日曜、祝日等を除く）午後5時まで」に提出されたものを全議員
へ回覧し、署名がついたものを当該定例会中に審査します。
　詳しくは、区議会事務局議事係までお問い合わせください。

【提出・問い合わせ】
区議会事務局議事係
電話 ０３-３５７８-２９１５

区議会はどなたでも傍聴できます
本会議場の傍聴席にはモニターを設置し、議員の代表・一般質問と区長の所信表明時には

手話通訳及び字幕もご覧いただけます。
また、本会議、予算特別委員会及び決算特別委員会の様子は、各総合支所にあるデジタル

サイネージ、区議会ホームページの「動画配信」からもご覧いただけます。
会議の開会予定については、区議会ホームページやポスター等でご案内いたします。

【問い合わせ】
区議会事務局議事係
電話 ０３-３５７８-２９１５

皆さんから提出された請願
　採択とした請願     … ……………………………………………………………………………………………………………………
総  固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関する請願（令和５年９月１２日受理）

　不採択とした請願　 … …………………………………………………………………………………………………………………
保  現行の健康保険証の廃止を行わないよう求める意見書の提出に関する請願（令和５年９月１２日受理）
保  健康保険証の存続に関する請願（令和５年９月１２日受理）
交  渚橋袂の浮桟橋に関する請願（令和５年９月１２日受理）

　継続審査とした請願   … ……………………………………………………………………………………………………………… 	
環  羽田都心飛行ルートはやめ、従来の海上ルートに戻すよう国に求める請願（令和５年６月２２日受理）
保  兄弟姉妹を同保育園に入園できるような制度改善に関する請願（令和５年９月１２日受理）

　取り下げになった請願    … …………………………………………………………………………………………………………… 	
区  臨海斎場の施設拡充の検討を臨海部広域斎場組合に求める請願（令和５年９月１２日受理　令和５年１０月６日取り下げ）

【審議した委員会】　総＝総務常任委員会　保＝保健福祉常任委員会
区＝区民文教常任委員会　交＝交通等対策特別委員会　環＝環境等対策特別委員会

令和５年第３回定例会　案件名
自
民
党 

議
員
団

み
な
と 

未
来
会
議

公
明
党 

議
員
団

み
な
と

政
策
会
議

港
区
維
新

共
産
党 

議
員
団

港
区
れ
い
わ

新

選

組

参
政
党

の

会

議
決
結
果

議案
第９９号 指定管理者の指定について（港区立健康増進センター） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第１００号 指定管理者の指定について（港区立郷土歴史館） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第１０１号 指定管理者の指定について（港区立みなと図書館等） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第１０２号 指定管理者の指定について（港区立三田図書館等） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第１０３号 指定管理者の指定について（港区立生涯学習センター） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第１０４号 指定管理者の指定について（港区立青山生涯学習館） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第１０５号 指定管理者の指定について（港区立運動場） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第１０６号 指定管理者の指定について（港区スポーツセンター） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第１０７号 指定管理者の指定について（港区立氷川武道場） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

議案
第１０８号 児童相談所を設置する特別区における措置費共同経理課の共同設置に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願５
第９号 固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

請願５
第１０号 現行の健康保険証の廃止を行わないよう求める意見書の提出に関する請願 × × × ○ × ○ ○ ○ 不採択

請願５
第１１号 健康保険証の存続に関する請願 × × × ○ × ○ ○ ○ 不採択

請願５
第１４号 渚橋袂の浮桟橋に関する請願 × × × ○ ○ ○ ○ ○ 不採択

発案５
第１５号 固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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◆この「区議会だより」は、新聞折り込みのほか、区の主な施設の窓口にも
置いてあります。また、郵便局、公衆浴場、東京メトロ７駅、JR（品川・田町・
浜松町・新橋）４駅、ゆりかもめ５駅などに置いてあります。

◆個別送付も行っていますので、ご希望の方はご連絡ください。
◆「区議会だより点字版」「声の区議会だより」も発行していますので、ご利用

ください。「声の区議会だより」はホームページにも掲載しています。
【申し込み・問い合わせ】
区議会事務局議会広報担当　電話　03-3578-2920

令和５年第４回定例会は11月下旬に開会する予定です。

あとがき

  

編
集
委
員  

副議長 七 戸  じゅん 野 本 たつや

三 田 あきら 山野井 つよし

さいき 陽 平 白 石 さと美

　区議会は令和 5 年第3 回定例会において、区で令和 6 年度以降に
計画されている、区立中学校第 3 学年の全生徒を対象とした海外修
学旅行に関する事業費を盛り込んだ補正予算案について、所管の委
員会で質疑、了承後に事業を執行するとの付帯意見を付け、賛成多
数で原案可決しました。
　これに伴い、新たに「海外修学旅行調査特別委員会」を設置し、
本事業の効果的な実施に向けて、区議会と行政が一体となって取り
組んでいくこととなりました。
　特別委員会の資料は、区政資料室（区役所3 階）および港区議会
ホームページでご覧いただけます。

https://gikai2.city.minato.tokyo.jp/g07_Nittei_Com.asp

海外修学旅行調査特別委員会を設置しました

　福島県いわき市内では、令和５年９月８日から９日にかけて河川の
越水や住家の床上浸水が発生し甚大な被害を受けました。１０月２日に
議長及び区長、ニュー新橋ビル商店連合会会長兼自治会長がいわき市
東京事務所を訪問し、心からのお悔やみとお見舞いを申し上げると
ともに、被災地の一日も早い復旧を祈る気持ちをお伝えし、お見舞金
をお渡ししました。

お見舞い

（左から）長尾哲治ニュー新橋ビル商店連合会会長兼自治会長、
江尻卓資いわき市東京事務所長、武井雅昭区長、鈴木たかや議長

議会人事の動き

① 住所の変更
根本　ゆう　
住所：�港区芝公園１-５-２５ 
　　   議会棟２階　港区維新控室

③住所・電話番号の変更
新藤　加菜
住所：港区芝公園１-５-２５ 議会棟２階　港区維新控室　　   電話番号：3578-2922

琴尾　みさと
住所：港区芝公園１-５-２５ 議会棟２階　みなと未来会議控室　電話番号：3578-3220

やなざわ　亜紀
住所：港区芝公園１-５-２５ 議会棟２階　自民党議員団控室　電話番号：3578-3209

② 電話番号の変更
野本　たつや　
電話番号：090-5572-9597

議員の住所・電話番号変更

会派所属議員の異動及び会派の解散
　9 月 1 日付で新藤加菜議員が所属会派「Noblesse oblige」から「港区維新」へ異動しました。また、同日付で

「Noblesse oblige」は解散しました。

　 ◎委員長　　　○副委員長

◎ 榎　本　あゆみ（みなと未来会議）

○ 小　倉　りえこ（ 自 民 党 議 員 団 ）

新　藤　加　菜（ 港 区 維 新 ）

琴　尾　みさと（みなと未来会議）

野　本　たつや（ 公 明 党 議 員 団 ）

三　田　あきら（ 自 民 党 議 員 団 ）

二　島　豊　司（ 自 民 党 議 員 団 ）

阿　部　浩　子（みなと政策会議）


